
67 I-StyleI-Style

　
は
じ
め
に

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
多
様
に
変

化
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
、
子
供
の
状

況
に
応
じ
た
特
別
支
援
の
充
実
、
い
じ
め

防
止
な
ど
の
対
策
、人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
幼
児
教
育
の
振
興
な
ど
、
学
校
教

育
の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
学
習
意
欲
に
応
じ
た

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
や
、
先
人
か

ら
の
文
化
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
、
文

化
財
を
保
護
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
で
、一
関
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
に
は
、
将
来
を
担
う
健

や
か
な
人
材
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
が
ふ
る
さ
と
一
関
に
誇
り
を

持
ち
、
地
域
を
支
え
る
人
材
に
成
長
す

る
よ
う
、
教
育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　　
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

　

30
年
度
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の

前
期
計
画
３
年
目
で
す
。
目
標
に
掲
げ

た「
学
び
の
風
土
を
礎

い
し
ず
え

に 

心
豊
か
に
た

く
ま
し
く 

郷
土
の
誇
り
を
未
来
に
つ
な

ぐ 

一
関
の
人
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け

て
、４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
と
し

な
が
ら
計
画
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
こ
と
ば
と
読
書
」「
こ
と

ば
の
響
き
」「
こ
と
ば
の
先
人
」
を
柱
と

し
て
、
子
供
た
ち
に
、
語ご

彙い

の
豊
か
さ
、

こ
と
ば
の
感
性
、心
の
豊
さ
を
育
む
こ
と

を
目
指
す﹁
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
教

育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
す
。

　
「
こ
と
ば
と
読
書
」
で
は
、
学
校
図
書

館
と
市
立
図
書
館
と
の
連
携
や
読
書
普

及
員
の
配
置
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
読

書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
の
響
き
」
で
は
、
幼
稚
園
な

ど
や
小
学
校
で「
こ
と
ば
の
時
間
」
を
設

定
し
、
こ
と
ば
の
力
を
育
て
、
心
の
豊
か

さ
を
育
み
ま
す
。「
こ
と
ば
の
時
間
」
は
、

現
在
、
市
立
の
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
の
全

園
と
４
つ
の
保
育
園
、
合
計
17
園
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
30
年
度
は
市
立
の
全

園
に
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど

や
当
市
ゆ
か
り
の
先
人
を
取
り
あ
げ
て

独
自
に
作
成
し
た「
こ
と
ば
の
テ
キ
ス

ト『
言
海
』 

」
を
使
っ
て
、
モ
デ
ル
校
６
校

で
音
読
・
素そ

読ど
く

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

30
年
度
は
全
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
の
先
人
」
に
つ
い
て
は
、
博

物
館
学
芸
員
を
小
中
学
校
に
訪
問
さ
せ
、

先
人
を
学
ぶ
授
業
を
行
い
ま
す
。
郷
土

を
知
り
、
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
み
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く

現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す﹁
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は「
地
域
に
学
び
、

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
視
点
で
中
学
生

社
会
体
験
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
最
先
端
科
学
体
験
研

修
や
英
語
の
森
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
、
外
国

語
指
導
助
手
を
幼
稚
園
や
小
中
学
校
に

派
遣
し
て
英
語
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
創
造
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
国

際
理
解
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で

求
め
ら
れ
る
力
を
培
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
文
化
共
生
や
多
様
な
価

値
観
を
理
解
す
る
た
め
、
郷
土
の
先
人

や
歴
史
・
文
化
を
題
材
に
し
た
学
習
を

進
め
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
学

校
を
目
指
す﹁
学
校
と
地
域
の
協
働
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
で
す
。

　

学
校
の
情
報
や
活
動
の
様
子
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
す
る
と
と
も
に
、保
護

者
や
地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
加
す

る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
を
い
た
だ
き
、
豊
富
な
社
会

経
験
を
学
校
教
育
に
生
か
す
な
ど
地
域

社
会
全
体
で
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
育
み
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の
世

界
文
化
遺
産
拡
張
登
録
を
目
指
す﹁
世

界
遺
産
拡
張
登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹂
で
す
。

　

29
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
、
県
・
関

係
市
町
が
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
を
は
じ
め

と
す
る
構
成
５
資
産
の
調
査
研
究
を
進

め
ま
し
た
が
、
文
化
庁
へ
の
推
薦
書
案

の
提
出
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
引

き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

専
門
家
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
県
・

関
係
市
町
と
連
携
し
て
推
薦
書
案
作
成

へ
向
け
た
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

　

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
30
年
４
月

に
、現
在
の
千
厩
小
、小
梨
小
、
清
田
小
、

奥
玉
小
、
磐
清
水
小
が
閉
校
し
、
新
千
厩

小
が
開
校
し
ま
す
。
ま
た
、
本
寺
小
と
厳

美
小
、
本
寺
中
と
厳
美
中
が
そ
れ
ぞ
れ

統
合
し
、
新
た
な
厳
美
小
、
厳
美
中
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
31
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、東

山
小
の
長
寿
命
化
改
修
に
よ
る
新
校
舎
と

屋
内
運
動
場
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
34
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、

花
泉
地
域
統
合
小
学
校
の
用
地
取
得
や

実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
域
で
も
、
地
域
の
人
や

保
護
者
と
と
も
に
、
学
校
規
模
の
適
正

化
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

少
子
化
や
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
に
つ
い
て
は
、

31
年
４
月
の
い
ず
み
の
森
幼
稚
園
の
民

間
へ
の
移
管
、
げ
い
び
幼
稚
園
と
長
坂
保

育
園
の
統
合
に
向
け
て
、
準
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

　
学
校
教
育
の
充
実

●
学
力
の
育
成

　

算
数
・
数
学
を
重
点
教
科
に
位
置
づ

け
、
学
習
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
指
導

を
行
う
ほ
か
、「
授
業
改
善
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」の
活
用
な
ど
に
よ
り
、各
学
校
の「
わ

か
る
授
業
」
づ
く
り
を
推
進
し
、
児
童
生

徒
の
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、
児
童

生
徒
に
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に
つ
く

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
教
授
な
ど
を
講
師
に

し
て
研
修
会
を
開
く
ほ
か
、
指
導
主
事

や
学
習
指
導
専
門
員
を
派
遣
し
て
、
教

員
の
授
業
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
豊
か
な
心
の
育
成

　

道
徳
教
育
や
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
積
極

的
に
自
然
体
験
や
社
会
体
験
活
動
を
取

り
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
内
の
教
育

機
関
と
連
携
し
、
あ
い
さ
つ
の
推
進
な
ど

共
通
の
目
標
を
設
定
し
な
が
ら
、
子
供

た
ち
の
社
会
性
を
育
み
ま
す
。

●
健
や
か
な
体
の
育
成

　

児
童
生
徒
が
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
や
規
則
正
し
い
生
活
を
考
え
て
実
践

す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
授
業
の
充
実
の
ほ
か
、
小

学
校
で
の
休
み
時
間
を
利
用
し
た
な
わ

と
び
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
中
学
校
で
の
運
動

部
活
動
な
ど
、
運
動
の
機
会
を
増
や
す

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
平
日
週
１
回
と
第

２
・
第
４
日
曜
日
に
休
養
日
を
設
け
、健

康
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
ま
す
。

●
学
校
給
食

　

安
全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、

地
場
産
品
や
餅
な
ど
の
郷
土
食
の
提
供
、

授
業
で
の
食
に
関
す
る
指
導
な
ど
を
行

い
、
食
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
教
育

　

情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
授
業（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
）
を
積
極
的
に
展
開
し
、
情
報

活
用
能
力
を
育
成
し
ま
す
。
家
庭
と
連

携
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
利
用
な

ど
に
つ
い
て
も
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
を
中
心
と
し
た
復

興
教
育
や
、
将
来
、
社
会
の
一
員
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
主
権
者
教
育
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

幼
児
期
か
ら
の
就
学
相
談
体
制
の
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
へ「
き
め

細
か
な
指
導
支
援
員
」
を
配
置
し
、
集
団

生
活
へ
の
適
応
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
の
割
合
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
小
中
学
校
へ
学
校
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、一
人
一
人
に
応
じ
た
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
適
応
指
導

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
、

教
育
相
談
員
に
よ
る
学
校
訪
問
や
適
応

支
援
教
室「T

た

ん

ぽ

ぽ

A
N

P
O

P
O

広
場
」
に
お

け
る
学
習
支
援
と
交
流
活
動
、
適
応
支

援
相
談
員
に
よ
る
相
談
活
動
を
通
じ
、

き
め
細
か
に
支
援
し
ま
す
。

●
い
じ
め
へ
の
対
応

　

各
学
校
の「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
い
た
組
織
的
な
対
応
に
よ
り
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、一
関
市
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

や
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
幼
稚
園

　

小
学
校
と
連
携
し
、
就
学
前
教
育
を

充
実
す
る
ほ
か
、
預
か
り
保
育
や
低
所

得
者
層
へ
の
教
材
費
な
ど
の
補
足
給
付

に
よ
り
、子
育
て
世
代
を
支
援
し
ま
す
。

●
学
校
安
全

　

放
射
能
汚
染
対
策
と
し
て
、
学
校
施

設
や
給
食
食
材
な
ど
の
放
射
線
量
を
測

定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

巡
回
指
導
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
見
守
り
活
動
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
登
下
校
時
の
児
童
生
徒
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

●
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　

業
務
内
容
の
見
直
し
や
勤
務
時
間
を

意
識
し
た
働
き
方
を
進
め
、
長
時
間
勤

務
の
是
正
を
図
り
ま
す
。
教
職
員
が
い

き
い
き
と
仕
事
に
向
か
う
こ
と
で
、
教
育

の
質
の
確
保
と
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
と
も
に
学
び
、
ま
ち
と

　
ひ
と
を
つ
く
る

　
社
会
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育

　

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

学
習
し
た
成
果
を
地
域
づ
く
り
に
生
か

せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●
家
庭
教
育

　

学
校
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、
命
の

大
切
さ
や
わ
が
家
の
ル
ー
ル
な
ど
、
家
庭

で
大
切
に
し
た
い
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

「
い
ち
の
せ
き
の
家
庭
教
育
10
か
条
」
の

普
及
を
図
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

活
動
を
通
し
て
、
教
育
の
原
点
で
あ
る

家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

●
図
書
館

　

市
全
体
の
貸
出
冊
数
が
県
内
市
町
村

で
一
番
多
く
、
利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
市

民
が
集
う
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
読
書

環
境
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
図
書
館
へ
の
支
援
や
、

乳
幼
児
健
診
で
司
書
が
読
み
聞
か
せ
を

行
う
な
ど
、館
外
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

●
博
物
館

　

30
年
度
は
企
画
展
と
し
て
北
上
川
を

取
り
上
げ
、
流
域
の
人
々
の
生
活
や
文

化
に
与
え
た
影
響
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
展
や
和
算
講
座
な
ど
事

業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
芦
東
山
記
念
館
、石
と
賢
治

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
籠
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
公
園
に
つ
い
て
も
、
展
示
を
充
実
さ

せ
、
身
近
な
場
所
で
地
域
の
歴
史
・
文

化
が
学
べ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

　
文
化
の
継
承

●
文
化
財
の
保
護

　

文
化
財
の
修
繕
や
保
護
活
動
へ
の
助

成
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
財
を
良

好
な
形
で
後
世
に
伝
え
ま
す
。

　

ま
た
、
標
柱
解
説
板
を
整
備
し
、
当
市

の
歴
史
や
文
化
の
理
解
促
進
と
文
化
財

保
護
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
地
域
文
化
の
伝
承

　

郷
土
芸
能
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る

ほ
か
、
市
が
所
有
す
る
歴
史
民
俗
資
料

な
ど
を
保
存
・
展
示
す
る
た
め
、
30
年
度

中
の
開
館
を
目
指
し
、
旧
渋
民
小
校
舎

を
活
用
し
た
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の

職
責
を
併
せ
持
つ
新
し
い「
教
育
長
」
と

な
り
ま
し
た
。
改
め
て
身
を
引
き
締
め
、

一
関
の
教
育
の
か
じ
取
り
を
担
う
重
責

を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　

各
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
共
通

理
解
の
も
と
、
当
市
の
教
育
行
政
に
携

わ
る
全
て
の
関
係
者
の
連
携
・
協
働
が

必
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
施
策
を
進
め
、一
関
の
伝
統

を
未
来
に
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
創
造
を

加
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
指
導

を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小菅正晴教育長が第65回市議会定例会で述べる

学びの風土を礎に 心豊かにたくましく

郷土の誇りを未来につなぐ 一関の人づくり

教育行政方針平成30年度

ことばのテキスト「言海」を
使った音読の授業

23年度から市内の小中学校で

行っている「もち給食」
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